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フューチャースペース 

スプラッシュ・バスケットボールチーム 

 

新型コロナウイルス感染防止ガイドライン 

 

 

【バスケットボール参加者】 

1 練習前 

・ 出発前に必ず検温し、健康管理シート(別紙 A)に記入し、コーチへ提出。 

検温を忘れた場合は、コーチへ報告し、その場で検温する。 

・ マスク、手ふきタオル、うがい用コップを持ってくる。 

・ 早めに着いた場合、なるべく 2ｍ距離をとって待機する。 

・ 体育館へ入館後、手洗い（30 秒）またはアルコール消毒、うがいを行う。 

2 練習後 

・ 終了後、手洗い（30 秒）またはアルコール消毒、うがいを行う。 

・ 帰り支度を終えたら速やかに帰宅する。 

・ 帰宅後、バッシュの裏、バスケットボールの消毒を行う。 

 

※行き・帰りは必ずマスクを着用する。 

 

【コーチ】 

1 練習前 

・ 出発前に必ず検温を行う。 

・ コーチは参加者の健康管理シート(別紙 A)で体調の確認をし“学校開放事業 

参加者記録簿”に記入する。 

検温を忘れた部員がいる場合は、コーチがその場で検温する。 

・ 体育館へ入館後、手洗い（30 秒）またはアルコール消毒、うがいを行う。 

 

2 練習後 

・ 使用した備品等、利用場所の手指が良く触れる場所の消毒を行う。 

【主な消毒場所】 

ドアや窓のノブ・引手、手すり、照明灯のスイッチ、水道の蛇口、流し、便

座の蓋、便座、水栓レバー等、ペーパーホルダー、共用の道具、物品、清掃

用具など消毒箇所チェック表（別紙Ｃ）を確認し消毒を行う。 



 

3 マスクの着用について 

フェイスシールド又は、マウスシールド又は、マスクを着用し指導にあたる。 

 

 

【感染者等（感染の疑い、濃厚接触含む）が発生した場合】 

感染者は速やかにコーチへ報告をする。コーチは関係各所へ報告し、しかるべき対応

を行う。 

感染者の行動履歴把握など区福祉保健センターの調査実施された場合は協力するこ

と。 

※感染確認時の連絡体制を参照 

 

 

 

（参考資料） 

・ 公益財団法人日本バスケットボール協会（JBA） 

「JBA バスケットボール活動再開に向けたガイドライン」 

・ 一般社団法人神奈川県バスケットボール協会 U12 カテゴリー部会 

「今後の活動について」 

・ 横浜市 教育委員会事務局学校教育企画部学校支援・地域連携課 

「学校開放事業の再開に関する注意事項」 


